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平成２５年労第３６５号 

 

主  文 

本件再審査請求を棄却する。 

 

理  由 

 

第１ 再審査請求の趣旨及び経過 

１ 趣  旨 

再審査請求人（以下「請求人」という。）の再審査請求の趣旨は、労働基準監督

署長（以下「監督署長」という。）が平成○年○月○日付けで請求人に対してした

労働者災害補償保険法（昭和２２年法律第５０号）による療養補償給付を支給し

ない旨の処分を取り消すとの裁決を求めるというにある。 

２ 経  過 

請求人は、平成○年○月○日にＡ県Ｂ市所在の会社Ｃ（以下「会社」という。）

に派遣契約社員として雇用され、Ｄ内の第一課に配属となり、放送運行用のデー

タの制作及びチェック等のスタンバイ業務に従事していた。 

請求人によれば、平成○年○月頃から、幻聴及び幻覚などの被害妄想が出現し、

自分を含め家族も会社の人に殺されると感じ、症状が悪化していったことから、

平成○年○月○日Ｅ病院に受診したところ「統合失調症」（以下「本件疾病」とい

う。）と診断された。 

請求人は、会社での暴行が原因で本件疾病を発病したとして、監督署長に療養

補償給付の請求をしたところ、監督署長は、請求人の本件疾病は業務上の事由に

よるものとは認められないとして、これらを支給しない旨の処分をした。 

請求人は、この処分を不服として、労働者災害補償保険審査官（以下「審査官」

という。）に審査請求をしたが、審査官は、平成○年○月○日付けでこれを棄却し

たので、請求人は、さらに、この決定を不服として、本件再審査請求に及んだも

のである。 

第２ 再審査請求の理由 

（略） 

第３ 原処分庁の意見 
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（略） 

第４ 争  点 

本件の争点は、請求人に発病した本件疾病が業務上の事由によるものであると認

められるか否かにある。 

第５ 審査資料 

（略） 

第６ 事実の認定及び判断 

１ 当審査会の事実の認定 

（略） 

２ 当審査会の判断 

（１）請求人の精神障害の発病の有無と発病の時期について 

当審査会は、請求人の主治医であるＦ医師の所見及び労働局地方労災医員協

議会精神障害等専門部会の意見並びに請求人の症状の出現・療養の経緯や平成

○年○月上旬に幻聴が聞こえておかしいなと思い始めた旨の申述に鑑み、決定

書理由第２の２の（２）のア及びイに説示するように、本件疾病を平成○年○

月上旬に発病したとの審査官の判断は妥当であると判断する。 

（２）請求人が主張する平成○年○月上旬の発病前おおむね６か月間における業務

による出来事の内容及び当該出来事の心理的負荷の評価については、決定書理

由第２の２の（２）のウに説示するとおりであり、当審査会としても妥当であ

ると判断する。 

また、当審査会は、決定書理由第２の２の（２）のカで説示するとおり、業

務による出来事として心理的負荷の評価の対象となる出来事は「放送事故」の

みであり、その総合評価は「弱」であって、請求人に発病した本件疾病は業務

上の疾病とは認められないとし、さらに、発病後の出来事として「特別な出来

事」に該当するものはなく、自然経過を超えて著しく悪化したという事実も認

められないとする審査官の結論は妥当であると判断する。 

３ 以上のとおりであるので、請求人の本件疾病は業務上の事由によるものとは認

められないことから、監督署長が請求人に対してした療養補償給付を支給しない

旨の処分は妥当であって、これを取り消すべき理由はない。 

 

よって主文のとおり裁決する。 


